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明治 四 年 に 開設 さ れ た 亜 米利 加 婦人 教 授 所
一
婦人宣教師 ミセ ス ・プライ ンの 「お ばあち ゃ んの手紙」 を中心 に 一

小 林 恵 子 個 立 白
・
鰍 学 ）

1　 研究 目的 と力紘

　明 治四 （187D 年、開 港ま もな い 横虞で 当時、 社会問題

とな っ た 混 lllL児 の 養 育 と女 テ教 育の た め、三 人 の 米 国 婦人

宣 教 師 が 来 日 し 「璽1永 団加 端人 教 授 所 （ア メ リ カ ン ・ミ ッ

シ ョ ン ・ホ
ーム 〉 」 を聞 。史 した。こ れ は 後 に 女 ｝

二教 育機関

（現 ・欟 巳 壌立 与 』の と して 発 展 す るが、最 初 は 家庭 的組

織 を持 っ た塾 舎 と して 幼 い 混 面L児 を 養育 し、女 子 教 育 を 行

ら た。凵 本の 幼稚 園、保 育 岡が 設 立 され る以 前 に あ って、

こ の ホーム が 果 した役 割 は幼 児 保 育 の 発 芽 と して 、　「子ど

も の 人 権 」 を 守 る側 面か ら人 で あ った と考 え る。今 回 は 創

設 者 の ．．一入、姆 人 彑 教 師 ミセ ス ・プ ラ イ ン が 孫 に 宛 て た

「お ば あ ちゃ ん の 手紙」 29逆 を読み 、 こ の ホ
ーム の 教 育 に

つ い て 考 雰す る 事 を L［的 と した 。

l！　P 　察

（一

　 開 港 （安政 6年 丿 した 横 虞 に 取 初 に 来 た 亘 教 師 は ヘ ボ ン、

ブ ラ ウ ン 、バ ラ な ど で あ っ た 。こ の 人 々 は 病 院 の 曄殳立、聖

占の il］　」（、和 英 辞 ：（‘の 編 9 ：な と 日 本の 近代 化 に 開拓 者 的 役

割 を果 した。．宣 教 師夫 妻が 日 本 に 来 て 驚 い た事 は 男 尊：女 卑

の 封建社会の な か て 女子 の 社会的地 位が 低 く女に 学 問 は 無

益 と され て い た 1で あ る。こ う した 現 状に 女 子 教育 こ そ 緊

忌 と考え た の が 宣教 師 た ちで あ っ た。H 本で 最 初 の 女 学 校、

フ ェ リ ス 女学院 （明冶 3
’
） の 次 に こ の ホ ーム が 設 立 さ れ 、

’
女子教 育 に先 駆 的役 割 を 果 した。

（2） 混灘 児の 問題 と米 国 姆人 ．．・致 外 国 伝道 協会

　当時、横拠 で ラ シ ャ メ．ン と 祢 す る 日 本女佐 と 外人 の 間 に

生 ま れ た iE［ω 己が A：会 rm題 と な り、多 くが私 生 児 と して 19

蔑 され忌 み 嫌わ れ た。こ の 聞 題 に 心 を傷め た の が．んの 宣 教

師た ちで あ る 。
バ ラ竃教 師 は混 玉〔皿児 の 救 済 と 日 本 の 女 了教

育 の 現状 を米 国 の 基 賢教 会 に 丿Fえ た。

　．』時の 米 国 は 1861年の 南北 1戊貪を 機 と し て 、人格 の 11享厳、

1三1由平 等 、祉 会 改良 の 精 神 か 盛 ん と な り人 道 玄 義 に 荘 つ く

様 々 な 速動 が 行 わ れ た。や が て 広 く世界 に 」1を 向 け 人 種 や

囚境 を越え 人 々 を援助 しよ う とい う気運 が高 ま り、米国プ

ロ テ ス ク ン ト各 派 の 諸教 会 は 外 国 伝道 の 使命に もえ 、ア ジ

ヤ の 諸地 域 に 宜 教師 を 派遣 した。

　横 浜 か らの 混 血 児 の 救 済 の Jiえ に 応 じた の が 「米 創 蝙人

一
致 外 ［／9伝遉 協会 」　（The　霜oman

’
s　Union　Missienary　Society

A飛erica ．略 して 群．　U．　M．　S冫で あ る 。 こ の 協会 は186i年、ドリ

ー
マ ス 夫人 を会 艮 と しニ ュ

ー
ヨ
ー

ク 市に 創 i没、東 洋 の 蛉人

と子 ど もの 伝 道、教育、福祉 0）た め 全米 の 教 会婦人 会 が 教

派 の 違 い を こ え 一致 協力 して 婦 人 宣 教 師を 東 群 に 派 遣 した

娠 人 た ち の 「珂体 で あ った 。

（．3 ， 口木に 派遣 さ れナ 三人 の 婦 人宣 教 師

　1・t表　S−、ミセ ス
・プ ラ イ ン （匿ary 　Pruyn） は 最 1長 の 51

歳 、教 会の ア ル バ ニ ー支 部 副 公長、職
」
ζ
’1：er、口 1珊学 校教

師 で 「お ば あ ち ゃ ん の r紙 」 の 古 者。ミ セ ス
・ピ ア ソ ン

（L。 uise 　Pierson ） は 39歳 で 未 亡人 、 4人 の rを 次 々 と 亡

くし、こ の 悲 しみ を t’り 越 え よ うと教 h 亊 震に 捧 げ 日本 へ

の 派 遭 に 応 じ た 。ミ ス ・ク ロ ス ビー
（julian 　Crosby ） は

大学教授の 娘で 三 人の な か で は
一

番石
：
〈37戚 の 独 身 女ttll。

い ず れ も ニ ュ
ーヨ ー

ク 州 生 ま れ で あ っ た。サ ン フ ラ ン シ X

コ か ら 「H 本 丸 」 で 太
iF

洋 を 横 ぎ り約4011の 船 旅 で 横 江 に

到 着 （明治 4年 6 月25H ）、動 乱期 の 社 会 下情 に 加 え キ リ

ス ト教 禁制 「に あ っ て 婦 人 宣 教 師 の 派 遣 は 命を か け た 危険

な もの で あ っ た。

（41 亜 米 利 加 蜘 入 枝 授 所 （ホ
ー

ム 〉 と巾 村 「E直

　 明 治 4 年 8 月 28 口 、山 P4Sasの バ ラ彑 教 舳 の 持冢 を 借 り
．

ホ ーム は 開設 され た‘、最 診1は 人塾者が 少 な く、同年 10月 に

中 村 正 直 （敬 字丿 が こ こ に 10H ほ ど滞在 し盗 徒 分 集 の 「広

告文」 を 乏1：い て い る 。 そ の 文 に 「現今小 児 四 人 ア リ テ 」 と

少数 で あ る が 混 l！lt児 の 養 育が な さ れ て い た 事、婦入 寛 教 師

た ちの 子 ど もへ の 桜 し 方が 「実 母 夫 チカ ト疑 ハ ル ル ホ ド」

と あ り r　［，1本 人、外 国 人 ノ 差 別 ナ ク」 「 3歳以 下 デ モ 母 ガ

イ ナ ケ レ バ 引 キ 受 ケ ル 」 と し教育 と祐1祉 の 画 面 を備 え た施

設 で あ る 事が わ か る 。 中村 が よ ほ ど心 を劫 か さ れ た らしい

事 ほ 自分 の 娘 や一族 0）娘 た ちを ホ
ーム に 人 学 さ せ 援 助 し た

事か ら も明 ら か で あ る。

　や が て 、同 年 木に は 生 徒 数が 増 え （vEEfltVll4人） 源 D広
い lilttiと建 物を求 凝 熱

’
iO月 、 山手 2】2滸 （写 典 宏照 ♪ に

移転、女子の み の
13 
校 と して 発 展 して い った u

亜 米 利 加 帰
．
人 教 擾 所 （ア メ リ カ ン ・ミ ッシ 　 ン ホ ーム ）

　 山 手 212 酢 （［iよ1＃｝ 5f 「10月 1こ 移 国「tt…〉 の 転 ア

一 262一
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（5 ） 孫 へ の ［
．
お ば あLt「・＿． ／1 の 手紙 1

　 「お ば あ ち ゃ ん の 丁」紙．1 の 著 κ、プ ラ イ ン は ホ
ーム の総

Ellと して 、ピ ア ソ ン 、ク ロ ス ビ
ーの 持 ち味 を大切 に 生 か し、

全体を統率 し学校 経営 を 軌 道 に の せ た 人 で あ る。温 か い 入

柄 は ホーム 个体 の 粨神 的 母 と して f：ど もや 生 徒 だ けで な く

召使 に ま て 慕 われ た 。

　同 8 年 1〔｝月、病 気 の た め 帰国 す る が ニ ュ
ー

ヨ
ー

クの ア ル

バ ニ
ーに 住 む 孫 た ち や 口 曦 一9：校 の 生徒 な どに 宛て た 29通 の

一
／：SKは 「Grandman

’
t　 letters　 rl『〔｝RI　 Japnn 　 j の 名 て 後 に t一

柵 の 本 と して 出 版 さ れ た （187T）。そ の 内 容 の H 次 は 別紙

（発表当 日配 布 ）の 通 りで あ る 。 原文は 横浜 開港 資料館に

あ り、そ の 多 く は 私 の 訳で 「幼 児の 教育 」 kl4’で 紺介 して

い る （註 2 ）。　 最 初 の ほ う に プ ラ イ ン が 子 と
．
もだ っ た 頃、

目本 の 美 しい 調度 品 を 展示 会 て 兄 て 柬 洋 に あ る 日 本 に 憧 れ

た 事、後 に 使 命 を帯 び て 匸1本 に 派 遣 さ れ るい き さ っ を 書 い

て い る 。 乂、日 本 の 文 化 や 風 習、遊 び や 祭 り、子 ど も註 の

セL買の 良 い 亊、静 岡 や 箱根 へ の 旅 な と
ー
、ユ

ーモ ア に富 んで

お り、混 lrlL児 の
．Fど もへの 愛 情 ガ 罫紙 で うか が われ る。

（6 ） ホニ ム に お け る 齟 豊己の 養 育

　 混 lll廴児の 養 育 は 明治 24年 9 月 ま で 201三間紅 け られ 廃 止 さ

れ た fti お ば あ ち ゃ ん の 乎紙 1 には キ ャ リー、ジ ョ
ージ、

エ デ ィ
ー、ア ニ

ー、ノ ナ、ミニ
ー等 の ．・F一ど も達 が登 場 し、

宣教 師た ちが 我が アの よ うに 可 愛 い く思 うて 育 て て い る 姿

が 紀 さ れ て い る，、子 ど も達 と少 女た ちか共 に 庭 園で お 茶 今

をbrlきゲ
ーム を し た り、米 国 か らの 贈物 で バ ザ ーを開 く と

か nI 昌い 夏 を 江 ノ 島 の 海辺 に 民 家 を 借 り て過 ごす 等 、臼 由

で 明 る くユ
ーモ ア に   ん だ 家鹿 的 な ホ

ーム の 教 育 が 彡紙か

ら読 み と れ る。財政 約 に 乏 しい な か で 婦 人 宣教 師 た ち は 機

知 と ］．人を こ ら し、ク リ スマ ス に ポ ッ プ コ
ー

ンを 飾って 皆

を 喜ば せ る等 、少 して も日 々 の 生 組 を よ り豊 か に 楽 しま せ

る よ う努力 して い る，、日本の 民家 を借 り靴を は く等、滑稽

と思 え る 西洋 流 の 行 饑作 法 もみ られ る が 、覩 則 1E しい 生 活、

キ リ ス ト教 を墓 盤 と した道 徳 な ど、厳 しい な か に 曳 情 に み

ちた 躾が 身を も っ て 教え られ た 、 ま た、子ど も達に 讃ズ…歌

が 教 え られ 、病気の 父 親 を見 舞 った 子 が 歌 を歌 って 慰 め る

な ど西洋音楽が い ち は や く目 々 の 生活．に 楽 し く導入 され て

い る．ホ
ーム で の 混 」血L児 の 養 育 は 無償 で 行 わ れ、専用 の

uy一

ど もの 寄宿 今 が 建 て られ （明治 了） 、後 に は留 学 す る 子 も

で て い る。

（了） 幼児教育の ］1

’
〔分け と な っ た 人 々 の ．Ufi

た 関 信 三 は 後に 氏 小 女子1’mi範学校附属幼馴〔園長 と して 幼 児

教 育 に 貢 献 した 。更 に こ の 後 、ホ
ー

ム に 衆た ミセ ス
・

ツ ル

ー
は 桜 井 女学 校 に H 木 で 最 初の 私 立 の 保 母養成 課 程 を付 設

（明治 17） し た 。 ホ
ーム に 学 ん だ 人 々 か 口 本 の 黎 UJIIg］に 女

子 教 育、幼 児教 育 に 果 し た 役割 は 人 きい 。

（8 ） 亜米利加婦人教授所 （ホ
ーム 〉 の 果 した役割

　明治 初 期 の 劫 乱 期 に あ っ て 欧 亜の 独 「TIYLIの 養育は 目本 の

行 政 か ら全 く無視 さ れ 放 邑 され、世 聞 の 人 々 か らは 社会 の

恥 と して 軽 蔑 さ れ て い た。こ う した 11学代 に 海 を 越 え 危 険 を

お か し、人 種 や 貧丁丁の 羔 を 越 え 口本の ギ 葉 の 習 得 の 困 難 に

もめ げ ず、r・ど も達 の 養 育 に 携 わ っ た 婦人 宣 教 師 た
．
らの 果

した 役 割 は 今 日 19 ど もの 人 権
’
1 を守 る視 野 か ら も改 め て

見UL　I さ れ る べ き もの が あ る，、乂 、女子 に は 学問 は無 益 とさ

れ て い た 時 代 に 女性 を
一
人 の 人 格 と して 学 校教 育を 開 始 し

t 事 は 女子 教 育 の 先駆 と して 高 く評価 され る，，ホ ーム で の

婦 人 宣 教 師 た ち の 信仰 と 人 道 主 義 に 基 づ く開拓 者的 精神 、

親身 な 子 ど も達 へ の 世 話 と）k「tlJが 卒 業生 に 感 化 を 与え、自

ず と女 子 教 育、幼 児 教 育、児 童禰 祉 の 仕 事に 草分 け と な っ

た人 物 を輩 出 させ た の で は な か った か 　国 際化 の 現 在 に あ

一・て 伽 年 も以 前 の 亜 米 利 加 婦人 教 授所 が 今 あ ら た め て 見

直 され るべ き と 考 え る th

Il 照 ｝喧肋 tt’立学園 ［20年の 歩み 」 横 浜共 tz学 園 ［991

　（2｝ 小林恵
’
r− 1婦 人 二牧舳 ミセ ス ・プ ラ イ ン の 『お ぱ あ．

　 　 　 ち ゃ ん の 手 紙 」Ir 幼 児の 教 育 」　 199
’Z一瓜 6，8，10，12，

　 　 　 199311，4，6，8，IO，12，・19942 月號 に 掲 域

冫ピ   真 1お ば あ ち ゃ ん の 手紙 1 の 本 0）最 初 に 掲 載

　 　 　 1横 浜 共 立 学 園 L20年 亅 均 真 渠 　：二’t頁 1991

＊ 参考 資料 　小林 恵 F 「日 本で 最 初 の 私 立幼 稚園 の 誕生 に

　　　貢献 した婦 入 宜 教 師　 ア メ リ カ ン
・

ミ ッ シ ョ ン
・

　　　 ホ
ー

ム （堀 ・横浜共立学隅 ） を起点 と して
．・

　 　 　 国 立 音 楽 大学 研 究 糺 纂 芋 レ八 集 　 1984

　 ホ ーム て 且 教 師 と接 し学 ん だ 生徒 か ら我 が 国 の 幼 児 教 育、

女子 故 育の 草 分 け と ts っ た 人 々 を fi島した こ と は 興 味 ぶ か

い 。ξ井ち か は 東京 麹 町 に 桜 井女学校 を 創立 L．、日本 で 最

初の 私立 幼稚 困 を 設 立 （明治 13） 。 二 宮わ か は、横浜 に 相

沢託 児所、，1村愛 児 園 を 設立 し屮 萱編 祉 の 先駆 者 と して 活

躍。　 西田 け い は 渡米 して 匠学を修め 、眉 養婦養成 に 努め

育児 学 に カ を入 れ 、頌 栄女 学 校 と幼 手ll団 を設 立 した、，

　また 、ホ
ーム で の 智1．kJ会 に 出席 し婦人 宣 教師と ｝F して い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 263一
ミ セ ス

・ブ ラ イ ン と 混 血t児 た ち
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